
大阪府大
放射線研究センター

大阪府大高専、名大、愛知工大、九大、

福岡教大、首都大、市邨中、JSF、

放射線教育F、千代田テクノル、JAEA

Task 1: 線量計測

Task 2: 運用方法の検討

Task 3: 線量評価とガイドライン

Task 4: 放射線教育プログラム普及

放射線計測の専門家

福島県教育庁、名古屋市教育センター、

各地の小中高教育現場

大阪府大、JSF、千代田テクノル

放射線教育フォーラム
学校教育現場の教員

東大、藤田保健衛生大、長崎大、
弘前大、九大、首都大、大阪府大、

福岡教育大、静岡大、東北大、
放射線教育F、JAEA、千代田Tc

保健物理・放射線防護の専門家

京大、名大、JSF、学芸大、市邨中、

JSF、放射線教育F、福島県教育庁、

全中理SC、各地方毎の全国の拠点大学

サポート依頼: 日本理科教育振興協会

サポート依頼: 線量計メーカー、教材メーカー

放射線教育の専門家

サポート依頼: 全国中学校理科教育研究会、大阪ニュークリアサイエンス協会、
かんさいアトムサイエンス倶楽部、みんなのくらしと放射線展実行委員会、

大阪府立大学つばさ基金「放射線教育振興プロジェクト」

サポート依頼: （一社）教科書協会

Task2,3 に成果提供
↓

ガイドライン
を反映

↓

大学・国研

ユーザーとしての学校教員 中・高

教材・測定手段の提供者 民間企業

実際に現場で使えるシステムの開発

大学研究者、ＯＢ

様々な製品の評価

開発した教育コンテンツの評価

教材メーカー

実態評価に伴う問題点の抽出

低エネルギーX線
測定技術の標準化

遮蔽体など
解決策の提示 Task3 に成果提供

↓

日本保健物理学会・
日本放射線安全管理学会

合同標準化委員会
低エネルギーX線による

（実効・等価）線量評価モデルの構築

国内外の規制実態を踏まえた
上限線量の検討

教育現場における放射線安全管理
ガイドラインの作成

学会標準化学会標準化

Task1で測定
した線量・

スペクトル情報

Task2で検討
した運用方法

大阪府大
放射線研究センター

新規放射線教育プログラムの開発

全国の拠点でのシンポジウム、オープンスクール、
モデル校での授業、教育学部での講義など

での放射線教育プログラム普及

小中高大民国 オールジャパンの
放射線教育ネットワークの形成

放射線防護分野の
人材育成

水晶体に関する評価情報
→  放射線審議会 眼の水晶体の
     放射線防護検討部会

低エネルギー散乱線の実測情報
→  放射線審議会 眼の水晶体の
     放射線防護検討部会

Task1 で開発した評価手法

全国の拠点

新教科書指導書への反映

「教育現場などにおける低エネルギーX線を対象とした
放射線安全管理体制の確立」プロジェクト 体制図


